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描 Fq

中松ら1'は,中国山系で捕獲したタヌキの障管に Concinnumten(Yamaguti,1939)の寄生を認

めたが, これはタヌキに本吸虫を検出した最初の報告である. 最近,村上ら2) は宮崎県下で捕獲し

たタヌキ3頭に ConcE'nnum ten を検出し, そのうちの1頭 (第 1例) の輝管から得た虫体につい

て,形態観察並びに各部計測を行なった. しかし, その虫体はホルマ リン液で固定された降から採

取したものであ り, 当然,虫体自身も固定された状態にあった･ ところが 3頭中の他の1頭 (第2

例)は,幸いにも輝のホルマ リン固定前に虫体を生 (なま)のまま階管から取 り出し,所定の庄局

染色標本を作製することができたので, 以下, その標本についての寄生虫学的検索結果 を報 告 す

る.

材 料 お よ び 方 法

供試虫体を採取したタヌキは,村上らの報告2) にある3頭中の第 2例で,昭 和 45年 1月 13日,

宮崎県西諸県郡野尻町紙屋で狩猟者が射殺し,翌 1月 14日死体を本学に搬入した体重約 2.0kgの

雄.剖検のさい障管内に小型の吸虫 (Concinnumten)を多数認めたが,無作為的に9匹の虫体を取

り出し,これに No.1-N0.9の番号を付した･供試虫体は,まず生理食塩水中に入れて付着物を

除去,2枚のカバーグラスの間にはさんで軽 く庄属,次いで70%アルコールで固定し-マ トキシ T)

ン (デラフィル ド)染色を施し, バルサムにて封入･ 鏡検により虫体の形態構造を観察するととも

に,計測顕微鏡および接眼移動測微計を用いて各部の測定を行なった. なお寄生降の病理学的検索

も実施したが,それについては既に報告ずみである2',

試 験 成 績

供試虫体 (No.1-No.9)の計測値は第 1表に示すとお りである.

以下, 虫体の形態並びに測定値について述べるが,計測値 としては 9匹の供試虫体の最小値 と最

大値の範囲を示し,またカッコ内に9匹の平均値を示すこととする.
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第 1表 供 試 虫 休 の 計 測 他 (単位:mm)

早

黄

卯

黄

(注) 1) 体長 ･体幅 ･食道)こけtは縦径×描径にて表わす.

2) 卵の測定値の詳細は第2表に示す.

虫体は偏平な紡錘形.体長は 2.025-2.900mm (2.364mm),体幅は 0.750-1.000mm (0.863

mm),最大幅は体の中央 (すなわち赤道)よりやや後方にある. 口吸盤は体前端の正中線上にあ

り,縦径は 0.168-0.212mm (0.200mm),横径は0.168-0.222mm (0.180mm)でやや縦に長

い.腹吸盤は体の約万 1/3のほぼ正中線上に位置し,縦径は 0.252-0.381mm (0.322mm),横径

は 0.252-0.3651Tlnl(0.310mm)でおおむね円形を呈する. いま吸盤の大きさを縦径と横径の算

術平均値をもって示し,かつ□吸盤の大きさを 1.00とすると,供試虫体のいずれも腹吸盤が大であ

る.すなわち腹吸盤の最大は 1.90(虫体 No.7),最小 1.30(虫体 No.3),平均 1.63である.吹

に咽頭は口吸盤に接してその後方にあり,頬円形を呈し,縦径は 0.061-0.108mm (0･083mm),

横径は 0.071-0.114mm (0.089mm). 食道は細 く,長さは 0･137-0･336mm (0･201mm)･腸

は食道の終端より2分岐して始まり,体の両側を後走して,体の後方約 1/3のところで盲管に終わ

る.

精巣は 1対あるが,腹吸盤の後方両側に按するように位置する･ 左 ･右精巣の前端は膜吸盤の後

1/3の線上にあり, 腰 吸盤の中央より前方に出るものはない･ 左精巣の縦経は 0･154-0･361mlll

(0.222mm),横径は 0.096-0･201mm (0･149mm)･右精巣の縦径は 0･168-0･385mm (0･243
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mm),横径は 0.122-0.214mm (0･153mm)で,左右ともやや縦に長い楕円形を呈する･両側の

精巣から出る小輸精管は合一するや直ちに陰茎嚢 (毛状突起袈)に連なる･ 貯精嚢 ･陰茎 (毛状突

近)等を内蔵する陰茎嚢は円筒状を呈し, 腹吸盤の前方,腸の起始部付近から後方に位置し, 右ま

たは左にいくぶん傾斜する.大きさは縦径 0･139-0･304mm (0･238mm),横径 0･057-0･139mm

(0.104mm),その先端は腸分岐部付近で生殖孔をもって開 く･ 供試虫体中,生殖孔の開口位置が

腸管の分岐部より前方に認められたもの 5例, 分岐部に見 られたもの 1例, 分岐部より後方に認め

られたもの3例であった. 次に卵巣はaifl円形で左または右精巣の後方やや内側に1コ存在し,その

縦径は 0.061-0.153mm (0.095mm),横径は 0･064-0･118mm (0･084mm)･卵巣から出る輸卵

管はメ- .)ス腺内の卵形成腔に達なるが, 途中,受精嚢 ｡ラウレル管 とも連絡する･ 受精嚢は頬円

形で,卵巣の後方に按するか,一部卵巣と重なって位置し, 内部に多数の精子を含む･ その大きさ

は縦径 0.033-0.093mm (0.071mm),横径 0･024-0･114mm (0･075mm)･卵形成腔を包囲した

形のメ- .)ス腺は,卵巣の内側後方に位置し,縦径は 0･116-0･228mm (0･158mm),横径は 0･087

-0.207mm (0.130mm). 卵形成腔に続 く子宮はすこぶる長 く, 複雑な迂曲を示しながら後走し

て体後部に達するや,反転して前に向い,最後に腸分岐部付近に到達して生殖孔に開 く･ 子宮内に

は各種発育段階の卵を多数含む･ 卵黄腺は体の中央 (すなわち赤道)よりやや後方で,両側精巣の

後外位にブ ドウの房状に分布する. その大きさ (分 布 範 囲) は, 左側が縦径 0･241-0･537mm

(0.363mm),横径 0.084-0･168mm (0･122mm), 右側は縦径 0･226-0･470mm (0･347mm),

横径 0.052-0.168mm (0･114mm)･両側の卵黄腺からは卵黄輪管が出て卵黄貯嚢に連な り,それ

から出る総卵黄輸管は体のほぼ中央で卵形成腔に続 く･

子宮内の卵は長円形で暗褐色の厚い卵殻を被 り,長軸の一端に小蓋を有する･ 各虫体ごとに子宮

あ後半部に内蔵される成熟卵を無作為的に 20コずつ選んで測定した結果は第 2表のとお りである.

第 2 表 子 宮 内 虫 卵 の 大 き さ (長径×幅径) (単位 :〟)
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すなわち,卵の大きさ (長径×幅径)は 46-60×29-39〃の範囲であり,全体の平均値は 54×35〃

であった.

なお排池袋は比較的長 く,メ←リス腺の後方で両側のものが合し,体末端に至って排推孔に開口

する.

考 察

最近,宮崎県下で捕獲したタヌキ3頭の障管に Conclnnum tenの寄生を認めたが,そのうちの1

例について虫体を生 (なま)の状態で陛管から取 り出し,庄属染色標本を作製して観察したところ,

Yamaguti3',中松ら1'の報告する Concinnum tenの計測値とおおむね一致した (第 3表).

第 3 表 研究者別のC･tenの計測値並びにE.procyonlsとの比較 (単位:mm)

E.procyonL'S

著 者
(タヌキ)

部 位 別

体 長 2.025-2.900

山 口(1939)
(テ ン)

1.40.-2.60

中松ら(1966)
(タ ヌ キ)

1.32-1.90

Bul･1･OWSelal.
(1960)

(ネ コ)

2.00～2.30
休 幅

口 吸 盤

0.750.-.1.000 10.43-0.83 0.63/-1.05 10.86-0.97

0.168-0.212
〉く

0.168/-0.222

0.061-0.108
×

0.071-0.114

0.120-0.180

0.200-0.310

0.136′-0.210
×

0.144-0.190

0.158～0.181
×

0.177-0.196

0.180-0.288
×

0.184-0.300

0.251-0.299
×

0.244′-ノ0.303

0.050-0.080
×

0.048.-0.075

0.056′-0.072
×

0.056.-/0.092

0.102.-.0.114
×

0.107-0.124

負 道 10.137-0.336 F0.120-0.250 E0.060-0.120

精 巣
0.072.､/0.280

×
0.076-0.250

0.134-0.191
)＼

0.138-0.186

陰 茎 整
0.139-0.304

×
0.057′-0.139

卵 巣

0.061-0.153
×

0.064-0.118

0.200-0.300
×

0.060-0.080

0.060′-.0.120
×

0.054-0.105

0.144～0.208
×

0.048′-0.072

0.258-0.330
×

0.117-0.155

0.054-0.084
×

0.044′-0.112
0.108～0.157

受 精 嚢

メー リス腺

0.033.-′0.093
×

0.024-0.114

0.058-0.116
×

0.072.-0.090

0.116.-0.228
×

0.087～0.207

0.072′-0.120
×

0.052～0.115

0.062.-0.105

卵
0.046.-.0.060

×
0.029-0.039

0.048′-0.060
×

0.027-0.036

0.050-0.061
×

0.032-0.038

0.052-0.059
×

0.033-0.038
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ところで Conclnnum tenに近似の月琴吸虫として EILrytremaPrOCyOfu-Sがある.E.procyonE'Sは,

アライグマ (Denton4',Penneretal.5',Hermanetal.r''),キツネ(Stunkardetal.7'3',Herman

etal.6'),ネコ (Bul･rOWSetal.9',SheldonlO')に寄生が認められ,タヌキについてはいまだ報告が

ないが, タヌキはアライグマ ｡キツネなどと近縁動物であるので, 寄生の可能性は十分考えられる

(Burrowsetal.9)がネコから得た E.procyonlsの計測値を第 3表に併記した).

そもそも吸虫類に CoflCE'nnum 属を設定したのは Bhalerao (1936)ll)である. と ころ で,

Yamaguti(1939)3'は テンの小腸から得た小型吸虫に Eurytrema ten と命名したが, 後 に,

Travassos(1944)12'は EILrytrematenを ConcE'nnum 属に移し,Yamagutiもそれを認めた.こ

れが Concinnum tenの由来である.一方,Travassos(1944)12)および Yamaguti(1958)13'は

EurytremaprocyonL'Sをも ConcinTlum 属に含めた.このような経緯からみても両者 (C.tenと E.

procyoflis) はきわめて近似の種類であることが うなずける. Yamaguti(1958)13)に よ る と,

Concinnum 属の腹吸盤は常に口吸盤より大きく,卵黄腺の位置が虫体の中央線 (赤道)より後方に

あ り,生殖孔の開口が腸分岐部より前方に位置するのに対し,Eurytrema属は口 ･腹吸盤の大きさ

が近似し, 卵黄腺の分布範囲が虫体の赤道よりかな り後方に位置し, また生殖孔の開口が腸分岐部

の後方にあるとしている.これらが両者の鑑別点とい うことになるが,Stunkard(1947)7'や Bur-

rowsetal.(1960)9'も指摘するごとく,虫体の個体差があ り,明確な区別のできない場合もあると

い う.以上のことを総合的に考慮して供試虫体を見るとき,Concinnum の特徴を完全にそなえたも

のばか りとは言えないが,全般的にはその特徴が割 りにはっきりしてお り, 同定上の間違いはない

ものと考える.

総 括

昭和44-45年,宮崎県下で捕獲したタヌキ3頭の陣管に Conclnnum ten(Yamaguti,1939)の

寄生を認めたが,そのうちの1頭 (第 2例)から採取した虫体は生 (なま)の状態で庄属し染色して

完全な標本を作製できた･ その標本について形態構造を詳しく観察し, 虫体各部の計測を行なった

所見を述べるとともに,Eurytremaprl0CyOnisとの鑑別についても検討を加えた.

終わ りに, 虫体の同定にご教示いただいた麻布獣医科大学の板垣 博教授に深謝します. また供

試材料 (タヌキ瞳)の分与を受けた小城 勲氏にお礼申しあげる.
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Summary

In1964NakamatsuetallfoundConclnnum teninpancreaticductofracoon-dog
(Nycte7-eutesprocyonoidesVivenjnus)growninthecountry.AfterthatMurakamiet

allduriL･1g1969-1970foundConcinmJm tenbeingparasitictoeitherof3racoon-dogs

capturedinMiyazald Prefectul･e,Kyushu,Japan. Thefollowing reportdeals
witllSOmedataonthewormsobtainedfrom oneofthese3racoon-dogs(Example
2)reportedbyMurakamietal.,bytakingouttheworm bodyasintheraw state

fl･0m PanCreaticduct･Observationswel･eCarriedonthenatten-stainedspecimens

pl･Oducedaccordingly･Themeasurementsrepresenttheaveragevaluesoutof9
specimenworms.

Theworm bodywaslikeanatspindlebeing2･364mm long,0･863mm wide
anclthemaximum widthwasfoundjustbehindthecenterline (equatorialline)

ofthebody･OralsuckerwaslocaLedonthemedianline,intheforepartoftile
body,thesizeofwhich (longitudinaldiameterxtransversediameter,thesameto
beappliedhereinafter)waso.200×0.180mm. Acetabulum wassomewhatround

andlocatedat1/3forwardsofthebody,thesizeofwhichwas0.322×0.310mm.

Whenoralsuckerandacetabulum werecomparedwitheachother,oneithe1-0f

thespecimenwormsacetabulum wasfairlylarger(1.00:1.63).Pharynxwasin
contactwithoralsuckerbeingbehindofsame,thesizeofwhichwas0.083×0.089

mm. EsopiコaguSWasthinand0.201mm long. Caecastartedfrom theend of

esophagtLSWithtwobranches,runllhlgalongthebodyonbothsidesdownto1/3
backwardsofthebody.

Testeswaslocatedincontactwithbothsidesinrearofacetabulum. The

sizeoflefttesteswaso.222×0.149mm,andthatofrighttesteswas0.243×0.153

mm,bothwereinovalshape,a.1ittlelongerlengthwise. Sperm-ductsrunning

outfroITlthetestes,bothleftandrightones,Werelneetingtogetherandconnected
directlytocirruspouch,whichwasinshapeofacylinderbeinglocatedaround

adivergingpointofcaecabeforeacetabulum withaslightgradienttoleftor

l･igllt. Thesizewas0.238×0.104mm,theendofwhichwasopen generallyat

directlybeforethedivergingpoilltOfcaeca (oratjustbehind thediverging
point)asthegenitalpoュ-e.

Ovarywassomewllatroundinshape,locatedrearinsideoftestesbeiIlgSingle,

thesizeofwhichwas0.095×0.084mm. Oviductstartingfrom ovarywascon-

nectedtoootypeintheMehris'sgland,whichjustinbetweenalsoconnectedto

receptaculum seminisorLaul･er'scanal. Receptaculumseminiswaslocatedbehind
tileOVary,COntainingnumel･OuSSPerlniainit,thesizeofwhichwas0.071×0.075

mlll. Mehl･is'sglandwaslocatedrearinside

ThesizeofMehris'sgland including ootype

lowingtheootypewasl･Cmarkablylongand

backward,thusoncereachedattheposterior

丘nallybeillgOpenatthegenitalpore. The

side.A maturedeggwascoveredbyrather

operculum atanendofthelongitudinalaxis.
andtransversediameter)was54×35iL. The

oftheovaryellClosing theootype.
waso.158×0.130mm. Uterusfoト

Showingcomplicatedmeandersran

partofthebodyagalnranforward
uteruscontainednumerouseggsin-
thickshellofdarkbrown,andhad

Thesizeofan egg(longitudinal

vitellineglandwasalittlebehind

theequatoriallineoftheworm bodybeing distributed likeabunch ofgrapes,
rearoutsideoftestesonbothsides. Thesizeofit(distribution range)were

0.363×0.122mm attheleftsideand0.347×0.114mm attherightside.Fromvitel-

1ineglandsofbothsidesvitellineductswerestarting,beingconnectedtovite1-
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linereceptacle.Furthermoremainvitellineductstartingtherefrom wasconnected

toootype.

Excretol･yvisiclewascomparativelylong,bothsidesofwhichweremeeting

behindtlleMehris'sgland,andwasopen atthe end of the body asexcretory

pore.

Asasimilal-PanCreaticfluketoConcinnum ten,Eurytremaprocyonisis known.

However,from theresultsofobservations on purpose of identi丘cation,itwas

determinedthatthe specimen worm had specificities of the genus Concinnum,

uponcomparisonofsizesoforalsuckerandacetabulum,distributionofvitelline

glandaswellaslocationofopening asthegenita.1poI･e.

ExplanationofPlates

Plate I

Fig.1. Wholemountofthe凸uke,specimenNo.1,dorsalview.

Fig.2. Wholemountofthefluke,specimenN0.4,ventralview.

Fig.3. Anteriorpartofthenuke,specimenN0.4,ventralview,

Fig.4. Posteri01.PartOfthe且uke,specimenN0.4,ventralview.

PlateⅡ

Fig.5. Wholemountofthefluke,specimenN0.5,ventralview.

Fig.6. Wholemountofthefluke,specimenNo.9,dorsalview.

Fig･7･ Partofventralsuckeranditsneighboringarea,specimenNo.4,ventralview.
Fig･8. Anteriorpartofthe月,uke,specimenN0.5,ventl･alview.

PlateⅢ

Fig･9･ Partoftestisanditsneighboringarea,specimenNo.2,dorsalview.
Fig.10. Anteriorpartofthefluke,specimenN0.3,ventralview.

Fig･ll. Femalegenitalol.ganSOfthefluke,S土)ecimenNo.9,dorsalview.

Abbreviationsusedinfigures

C:ClrruS Sac

e:esophagus

exb:excretorybladder

gp:genitalpore
i:intestinalcaeca

Lc:Laurer'scanal

M :Mehlis'sgland
O:OVary

od:oviduct

os:oralsucker

ph:pharynx

rs:1.ccCPtaCulurnseminis
t:testis

u:uterus

vd:vasdeferens

yit:vitellinegland
vs:ventralsucker
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PlateⅢ




